
「
桜
花
爛
漫

瓦
の
ふ
る
さ
と
公
園
」

（
今
治
市
菊
間
町
）

　

伝
統
あ
る
菊
間
瓦
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
公
園
で
い
た
る
と
こ
ろ
に
瓦

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
内

に
は
各
種
の
遊
具
が
あ
り
、
家
族

連
れ
で
楽
し
め
ま
す
。
展
望
時
計

台
（
写
真
）
か
ら
は
瀬
戸
内
海
が
一

望
で
き
ま
す
。

MAIN TOPICS
○�小規模事業者持続化補助金公募開始　
愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠
点が開設されました
○�商談の場を提供
　小規模事業者持続化補助金を活用して
○女性部・青年部リーダー研修会
○�ネットde記帳で経理を始めませんか
○職員人事異動
○がんばる企業・経営かわら版
○小さな瞳
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　持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の地道な販路開拓等の取り組み（例：新たな市
場への参入に向けた売り方の工夫や新たな顧客層の獲得に向けた商品の改良・開発等）と、あわせて行う
業務効率化（生産性向上）を支援します。

詳しくは、お近くの商工会までお問い合わせください。

愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠点が開設されました！
　えひめ産業振興財団では、企業経営者側の立場に立ち、新たな取り組みや戦略など「攻めの経営」へ
の転換と実現に不可欠となるプロフェッショナル人材の採用を支援するため、昨年11月、「愛媛県プロ
フェッショナル人材戦略拠点」を設置しました。
　この拠点は、「地方創生」実現のため、地域の中堅・中小企業が、潜在的な「力」を発揮し、個々の
企業の成長を通じて地域経済を盛り立てていこうというものです。
　経営人材や技術人材などでお困りの方、事業革新や新商品開発などのチャレンジングな取り組みに対
して、地域の関係機関と連携して、人材のマッチングなどの支援が受けられますので、お気軽にご相談
ください。
　詳しくは、愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠点まで！　TEL089−960−1100

小規模事業者持続化補助金の公募について！！平成27年度補正予算

県内の中堅・中小企業

愛媛県プロフェッショナル
人材戦略拠点

「攻めの経営」への
転換を促進

連携 連携

プロ人材ニーズの
明確化

マッチングを
サポート

採用後の
フォローアップ

民間人材ビジネス
事業者

関係機関
等

⑴広告宣伝　⑵集客力を高めるための店舗改装　⑶商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更
⑷新商品の開発　⑸商談会や見本市への出展費用等

４.取り組み例

３.募集期間

⑴受付開始：受付中
⑵受付締切：平成28年５月13日（金）　当日消印有効
　　　　　　※申請に際しては、商工会での確認と事業支援計画書の交付が必要です。
　　　　　　　締切までに十分な余裕をもって、商工会にご相談ください。

⑴補助率　　　　２／３
⑵補助上限額　　50万円

①雇用を増加させる取り組み　②買物弱者対策の取り組み
③海外展開の取り組みは、補助上限額が100万円となります。

２.補助率と補助上限額

※常時使用する従業員数が20人以下の商工業者　
　卸売業、小売業、サービス業（宿泊業、娯楽業以外）５人以下
※�より多くの事業者に補助事業を実施いただけるよう、過去に持続化補
助金の交付を受けてない事業者は審査時に配慮されます。

商工会地区の小規模事業者で
あること。

１.補助対象事業者
●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
２
月
22
日（
月
）松
山
全
日

空
ホ
テ
ル
に
於
て
、
食
品
及
び
非

食
品
の
商
談
会
を
愛
媛
県
と
合
同

で
開
催
し
ま
し
た
。県
内
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
や
一
次
産
業
関
係

団
体
等
１
３
９
社
が
参
加
し
、
県

内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
38
名
と
の
商
談

に
臨
み
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
す
ご
味
」
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
本
年
は
、

「
す
ご
モ
ノ
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

追
加
し
て
商
談
会
を
企
画
し
ま

し
た
。

　

各
社
と
も
自
慢
の
商
品
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
県
産
品
の

情
報
発
信
を
行
い
、
商
談
を
通
じ

自
社
の
強
み
弱
み
が
わ
か
り
、
今

後
の
商
品
改
良
や
商
品
展
開
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

え
ひ
め
が
誇
る「
す
ご
味
」「
す
ご
モ
ノ
」商
談
会

　
主
催
：
愛
媛
県
・
愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

■
店
舗
紹
介　
　
　
　

　

平
成
17
年
に
Ｊ
Ｒ
内
子
駅
近
く

に
旅
行
会
社
を
創
業
し
、
20
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
13
日
に
駅
前
の
店
舗

か
ら
内
子
商
店
街
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
商
家
を
改
築

し
、
町
中
の
旅
行
会
社
と
し
て
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。

　

落
ち
着
き
の
あ
る
癒
や
し
空
間

を
活
用
し
て
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
や
旅

行
説
明
会
な
ど
を
企
画
し
、
来
店

客
数
の
増
加
を
め
ざ
し
た
店
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
利
用
の
き
っ
か
け

　

当
社
の
主
力
旅
行
商
品
は
お
遍

路
ツ
ア
ー
で
す
。
地
域
の
新
聞
折

込
広
告
や
口
コ
ミ
で
集
客
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
狭
い
エ
リ
ア
で

の
集
客
に
は
限
界
が
あ
っ
た
た

め
、
も
っ
と
広
い
エ
リ
ア
で
集
客

を
し
た
い
と
の
考
え
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
、
商
工
会
の
指
導
員
さ

ん
の
助
言
や
指
導
を
い
た
だ
き
広

告
作
成
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
い
う
販
売

ツ
ー
ル
の
制
作
・
折
込
広
告
の
印

刷
や
宣
伝
広
告
費
用
と
し
て
補

助
金
を
申
請
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み

　

新
聞
の
折
り
込
み
エ
リ
ア
を
喜

多
郡･

大
洲
市
の
近
郊
だ
け
で
な

く
、
八
幡
浜
市
・
伊
方
町
・
西
予

市
・
伊
予
市
な
ど
へ
拡
大
し
て
約

７
万
５
千
枚
の
折
り
込
み
を
入
れ
、

販
促
用
の
お
遍
路
ガ
イ
ド
Ｄ
Ｖ
Ｄ

１
０
０
枚
を
製
作
し
、
参
加
者
に

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

又
、
遍
路
ツ
ア
ー
専
任
の
社
員

を
採
用
し
、
巡
拝
旅
行
・
用
品
販

売
部
門
「
お
遍
路
倶
楽
部
」
を
立

ち
上
げ
、
特
化
し
た
営
業
展
開
を

は
じ
め
ま
し
た
。

■
取
り
組
み
の
効
果

　

今
回
の
日
帰
り
遍
路
ツ
ア
ー
に

は
、
約
１
０
０
名
の
方
々
に
毎
月

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

又
、
一
泊
遍
路
ツ
ア
ー
や
四
国

別
格
20
霊
場
ツ
ア
ー
も
ツ
ア
ー
催

行
し
、
年
間
で
は
約
２
千
名
と
い

う
多
く
の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て

　
　
　

喜
多
郡
内
子
町
内
子
１
９
４
８

　
　
　

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
旅
行
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
池
田　
　

央

リニューアル後の風情ある社屋

簡素な佇まいの事務所内部

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
１
月
27
日（
水
）、
各
商
工

会
女
性
部
の
部
長･

副
部
長
ほ
か

部
員
等
約
１
２
０
名
が
メ
ル
パ
ル

ク
松
山
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
（
主
張
発
表
県
大
会
）・
女
性

経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
に
よ
る
主
張
発
表
は
、
地
域
の

活
性
化
や
振
興
事
業
、
女
性
部
活

動
に
対
し
て
の
想
い
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
中
予
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
で
、
久
万
高
原
町
商

工
会
女
性
部
の
中
里
あ
ゆ
み
部
員

～
「
く
ま
ま
ち　

ひ
な
ま
つ
り
」

に
よ
る
郷
土
の
新
し
い
産
業
・
文

化
づ
く
り
～
が
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
は
東
予

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
土
居
町
の
刈
田

佳
子
副
部
長
、
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
、
保
内
町
の
松
本
京
子
監
査
委

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
中
里
部
員
に
は
平

成
28
年
度
に
本
県
で
開
催
さ
れ

る
、主
張
発
表
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

　

続
く
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
豊
岡
台

病
院
病
院
長
枝
廣
篤
昌
氏
か
ら
、

「
笑
い
の
チ
カ
ラ
」
と
い
う
演
題

で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
笑
い
の
効
用
に
は
、
日
常
生

活
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
を
促
す
だ
け
で
は
な
く
、
誘
引
、

親
和
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
、
接

客
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
で
あ

る
。」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お

話
し
さ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
み
な

が
ら
、
改
め
て
、
事
業
に
お
け
る

笑
い
の
作
用
を
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
９
日（
土
）、
各
商
工

会
青
年
部
の
部
員
約
70
名
が
ネ
ス

ト
ホ
テ
ル
松
山
に
集
い
、
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
若
手
経
営
者

等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
４
つ
の
会
社

を
経
営
さ
れ
、
中
小
企
業
大
学
校

な
ど
で
多
数
の
講
演
を
さ
れ
て
い

る
株
式
会
社
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
の
折
原
浩
氏
に
「
事
業
計

画
書
と
作
り
方
・
書
き
方
」
と
題

し
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
が
開
発
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
教
材
に
、
事
業

計
画
書
作
成
の
コ
ツ
や
、
経
済
政

策
の
ト
レ
ン
ド
の
つ
か
み
方
を
分

か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
体
系
的

に
作
成
方
法
を
学
べ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
た
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
研
修
会
で
は
、
異
な
る

地
域
で
異
業
種
の
青
年
部
が
集

ま
っ
て
い
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
各
自
企
業
の
事
業
計
画

書
を
作
成
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
異
業
種
で
取
り
組
ん
で

い
る
在
庫
管
理
方
法
を
自
社
の
経

営
に
取
り
入
れ
て
み
た
い
」
な
ど

の
声
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
、「
１
年
後
に
事
業
の

採
算
を
２
倍
に
す
る
」
な
ど
経
営

の
目
標
が
明
確
に
な
っ
た
部
員
も

お
り
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
主
張
発
表
県
大
会
）

女
性
経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
若
手
経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

ユーモアたっぷりに講演する
豊岡台病院の枝廣篤昌病院長

事業計画書のコツを分かりやすく説明
する㈱ディセンター代表 折原 浩氏

グループワークに取り組む参加者

印刷営業部

足跡をつづる、私を記す、形に残す。
そく 　 せ き

※高精細写真集をご検討の方へ ： 数多くある実績品をご紹介いたします。
※書店での販売をお考えの方も是非お声かけください。

プロのスタッフが校正作業をサポートします！
プロのデザイナーがデザイン力を発揮します！

● 規格・装丁のご提案　● 編集方針のご提案
● レイアウト見本のご提示　● 原稿作りのアドバイス
● 予算のお見積り　　その他、ご相談承ります。本 づくり応援

品質・デザイン力に自信あり！
受賞作品
多数制作

自 分 史
作 品 集
研究報告
記 念 誌
業 績 集
句 集
エッセイ集
写 真 集

松山本社／松山市湊町7丁目7ー1　TEL（089）945ー0111　東京本社／東京都渋谷区代々木3丁目2ー8　TEL（03）3377ー1230
支店／大阪・高松　営業所／名古屋・高知　http://www.seki.co.jp

主張発表で最優秀賞を受賞した
中里あゆみ部員（久万高原町） 青

年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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公共ソリューション事業部　公共ソリューション営業部
〒531-6134 大阪市北区大淀中1-1-30（梅田スカイビルタワーウエスト34階）

TEL：06-6454-1140／FAX：06-6454-1125

会計データを共有できます
　インターネットで利用する会計システムなの
で、会社や自宅のどこでも仕訳入力や元帳などの
確認ができます。商工会への電話相談では、同じ
画面を同時に確認できるので、スムーズなサポー
トが受けられます。

やさしい入力画面
　簡単操作で初心者の方でも安心してご利用いた
だけます。取引形態に応じて多彩な入力メニュー
も利用可能で、仕訳科目の選択もワード検索や入
力頻度の高い候補表示に対応し、習熟度に応じた
効率化を実現します。消費税率は日付により自動
設定ができ、経過措置による旧税率適用も簡単に
切替可能です。

気軽に使えて本格的
　入力は簡単でも、出力できる帳票は本格的。
日々の記帳をしておくだけで、経営分析資料や資
金繰り実績表などが作れます。商工会での経営や
金融の相談資料として活用いただけます。

メンテナンスフリー
　クラウドサービスなので、ソフトにインストー
ルやバージョンアップといった面倒な作業が一切
発生しません。

ネットde記帳のお問い合わせ・お申し込みは最寄りの商工会まで

消費税率変更ボタン➡

⬅勘定科目名
　から選択

確定申告後の新しい会計期間からネットde記帳で経理を始めませんか

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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【
異　

動
】

○
経
営
指
導
員
等
（
18
名
）

土
居
町
商
工
会

　

井
川　

治
義

　
（
長
浜
町　

経
営
支
援
員
）

周
桑
商
工
会

　

福
入　

康
平

　
（
周
桑　

経
営
支
援
員
）

北
条
商
工
会

　

幸　
　

義
博
（
連
合
会
）

中
島
商
工
会

　

渡
部　

誠
二
（
砥
部
町
）

東
温
市
商
工
会

　

藤
久　

陽
介

（
東
温
市　

経
営
支
援
員
）

久
万
高
原
町
商
工
会

　

亀
田　

哲
也
（
連
合
会
）

松
前
町
商
工
会

　

大
野　

紘
司
（
連
合
会
）

砥
部
町
商
工
会

　

坂
東　

健
吾
（
中　

島
）

　

宇
都
宮
清
明
（
西
予
市
）

川
上
商
工
会

　

井
上　

輝
彦
（
西
予
市
）

西
予
市
商
工
会

　

高
橋　

茂
樹
（
津
島
町
）

　

岩
上　
　

睦
（
愛
南
町
）

津
島
町
商
工
会

　

梶
原　

裕
史

（
津
島
町　

経
営
支
援
員
）

愛
南
町
商
工
会

　

水
野　

一
正
（
松
前
町
）

連
合
会

　

仲
島　

道
雅
（
内
子
町
）

　

佐
賀
山
祐
治
（
越　

智
）

　

福
岡　

淳
也
（
土
居
町
）

　

園
部　

純
子 

　
（
し
ま
な
み　

経
営
支
援
員
）

○
経
営
支
援
員
（
５
名
）

北
条
商
工
会

　

城
ヶ
瀧
和
博
（
連
合
会
）

東
温
市
商
工
会

　

日
野
由
香
里（
久
万
高
原
町
）

双
海
中
山
商
工
会

　

野
村　

友
子
（
北　

条
）

内
子
町
商
工
会

　

城
戸　

七
重
（
双
海
中
山
）

津
島
町
商
工
会

　

川
本　

啓
美
（
内
子
町
）

※
（　

）
内
は
異
動
前
商
工
会
名

【
退　

職
】平

成
28
年
３
月
31
日
付

○
事
務
局
長
（
９
名
）

玉
井
伸
次
郎
（
土
居
町
）

奥
村　

芳
樹
（
北　

条
）

菅　
　

洋
志
（
東
温
市
）

渡
邉　

光
雄
（
砥
部
町
）

児
玉　

武
志
（
双
海
中
山
）

菊
地　

久
男
（
長
浜
町
）

山
田　

晴
夫
（
川　

上
）

藤
村　

俊
仁
（
内
子
町
）

吉
田
俊
一
郎
（
愛
南
町
）

○
経
営
指
導
員
等
（
５
名
）

大
北　
　

修
（
東
温
市
）

渡
辺　

浩
二（
久
万
高
原
町
）

上
満　

耕
士
（
川　

上
）

畑
山　

美
勝
（
連
合
会
）

松
下　

晃
二
（
連
合
会
）

○
経
営
支
援
員
（
２
名
）

吉
本　

美
紀
（
し
ま
な
み
）

片
山　

節
子
（
西
予
市
）

平
成
28
年
４
月
１
日
付

○
事
務
局
長

新
規
採
用
（
７
名
）

内
部
登
用
（
２
名
）

○
経
営
指
導
員
等

新
規
採
用
（
８
名
）

人
事
異
動
等

土居町商工会
事務局長

石水　　司

しまなみ商工会
経営支援員

澤 　尚哉

内子町商工会
事務局長

前川　忠政

北条商工会
事務局長

重見　裕三

周桑商工会
経営支援員

髙岡　愛美

東温市商工会
事務局長

大北　　修

中島商工会
経営支援員

尾﨑　朱里

愛南町商工会
事務局長

藤村　雄二

砥部町商工会
事務局長

田中　紹弘

しまなみ商工会
経営支援員

澤﨑　公亮

連合会
専門経営指導員
藤田　茂俊

双海中山商工会
事務局長

久保　元英

久万高原町商工会
経営支援員

近藤　昌弘

長浜町商工会
事務局長

松浦　成良

長浜町商工会
経営支援員

高田　亮子

川上商工会
事務局長

源田　政幸

連合会
経営支援員

山本　英治

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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浦
安
水
産
は
、
祖
父
・
春
夫
が

昭
和
39
年
に
一
家
で
広
島
県
三
原

市
よ
り
現
在
地
に
移
転
し
、
起
業

し
た
も
の
で
、
今
で
い
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
先
駆
け
で
、
日
本

の
真
鯛
養
殖
業
の
草
分
け
で
す
。

　

私
は
父
の
早
逝
に
よ
り
、
27
歳

の
時
に
事
業
承
継
の
た
め
、
東
京

の
会
社
を
退
職
し
、
帰
郷
し
ま
し

た
。

　

真
鯛
養
殖
業
は
、
飼
料
の
高
騰

や
魚
価
の
低
迷
に
直
面
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
の
早
期
の
脱
却
を
図
る

べ
く
、
鯛
加
工
品
の
商
品
開
発
、

製
造
、
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
鯛
一
尾
を

姿
の
ま
ま
使
用
し
た
「
蒸
し
焼
き

鯛
」や「
鯛
み
そ
」
は
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
の
土
産
、
贈
答
品
と
し

て
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」を
活
用
し
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
一
新
す
る
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
必
須

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
の
ぼ
り
旗
を
製

作
し
ま
し
た
。「
愛
媛
ゆ
め
し
ま

鯛
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、
そ
の
効
果
に
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
一
昨
年
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
弟
、
妹
、
祖
父
、
祖
母
、
母
、

妻
と
家
族
７
人
で
、
恵
ま
れ
た
魚

礁
と
潮
流
の
あ
る
瀬
戸
内
の
美
し

い
海
の
恩
恵
を
享
け
、
安
全
で
美

味
し
い
真
鯛
を
育
て
、
日
本
人
の

食
卓
に
彩
を
添
え
る
「
愛
媛
ゆ
め

し
ま
鯛
」
を
全
国
の
皆
様
に
お
召

し
上
が
り
頂
け
ま
す
よ
う
、日
々
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介イベントに出店し、愛媛ゆめし

ま鯛を販売する代表浦安元太氏

　

今
月
か
ら
新
年
度
で
す
。
新
年

の
始
ま
り
は
冬
寒
い
１
月
で
す
が

新
年
度
の
始
ま
り
は
春
爛
漫
の
４

月
で
す
。
小
学
校
で
は
、
満
開
の

桜
に
祝
福
さ
れ
て
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
が
誕
生
し
ま
す
。
学
校
を

卒
業
し
た
若
者
は
、
夢
を
抱
い
て

社
会
に
羽
ば
た
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
新
年
度
に
は
、
お
正
月
の
新

年
と
は
ま
た
違
っ
た
新
鮮
さ
に
満

ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で「
年
」と「
年
度
」は
、

何
が
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「
年
」
が
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

暦
年
で
あ
る
の
に
対
し
、「
年
度
」

は
官
庁
や
企
業
が
仕
事
や
事
務

の
都
合
か
ら
区
切
っ
た
一
年
の

期
間
の
こ
と
を
示
す
そ
う
で
す
。

会
計
年
度
や
学
校
年
度
な
ど
が

一
般
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
国
の

会
計
年
度
は
財
政
法
で
「
毎
年
４

月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
31

日
に
終
わ
る
」
と
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
聞
き
慣
れ
な
い

年
度
名
と
し
て
、
９
月
か
ら
開
始

す
る
「
い
も
年
度
」、
７
月
に
始

ま
る
国
税
庁
が
指
定
し
た
「
醸
造

年
度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
、

肥
料
、
冷
凍
な
ど
が
付
く
年
度
名

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
官
庁
や
企
業
が
仕
事
や
事
務

の
都
合
で
区
切
っ
た
年
度
名
の
典

型
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
年
度
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
や
企
業
の
目
的
毎

に
、
１
年
12
カ
月
の
運
営
・
活
動

の
ス
タ
ー
ト
時
点
を
決
め
て
、
そ

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
最
後
の
12
カ
月

目
ま
で
の
期
間
を
指
し
て
い
る
の

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
一
年
の
始
ま
り
は
い

つ
か
ら
で
す
か
？　

お
正
月
、
誕

生
日
、
決
算
初
日
、
記
念
日
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。一
方
、

商
工
会
の
一
年
の
始
ま
り
は
、
官

公
庁
と
同
じ
よ
う
に
４
月
で
す
。

そ
れ
は
、
国
や
県
及
び
市
町
村
の

商
工
振
興
施
策
の
実
施
・
実
現
に

商
工
会
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
商
工
業
者
及
び
地
域

の
皆
様
の
発
展
と
い
う
目
標
に
向

け
、
商
工
会
組
織
一
丸
と
な
っ
て

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

浦
安
水
産

代　

表　

浦
安　

元
太

越
智
郡
上
島
町
岩
城
４
９
８
９

土産、贈答品として大好評の
焼鯛・鯛めし・鯛みそセット

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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山
崎
石
油
株
式
会
社

南
宇
和
郡
愛
南
町
深
浦
１
９
２
０

（
愛
南
町
立
御
荘
中
学
校
１
年
生
）

山

﨑
　　　

凛

さ
ん

 

「
自
慢
の
お
父
さ
ん
」

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
夜
は
遅
く
休
み
が
日

曜
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。だ
け
ど
、

わ
た
し
が
習
い
事
に
行
く
時
や
帰

る
時
は
、
仕
事
の
合
間
に
送
り
迎

え
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
誕

生
日
の
時
に
は
早
く
帰
っ
て
来

て
、
一
緒
に
祝
っ
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
優
し
い
お
父

さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　

だ
け
ど
、
厳
し
い
一
面
も
あ
り

ま
す
。
妹
二
人
が
ケ
ン
カ
し
た
時

や
、
わ
た
し
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
し

て
な
い
と
怒
り
ま
す
。
そ
れ
も
、

す
ご
く
怖
く
、
だ
け
ど
、
そ
れ
は

わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
怒
ら
れ

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

休
日
は
疲
れ
て
い
る
の
に
、
わ

た
し
た
ち
の
為
に
遠
い
と
こ
ろ
に

遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

夜
に
は
、
お
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
た

後
も
、
オ
セ
ロ
な
ど
頭
を
使
う

ゲ
ー
ム
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
す
。

す
ご
く
楽
し
く
て
時
間
が
早
く

経
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
け
ど
、

こ
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
家
族

の
中
心
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し

の
た
だ
一
人
の
お
父
さ
ん
で
す
。

今
後
、
迷
惑
を
掛
け
ず
に
、
一
緒

に
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
な
い
家
族
の
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
で
す
。

施 工 後

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う 


